
FAMS

野菜自動生産システム 食品対応ロボット開発

トマトハンドリングロボット

・栽培作業（種まき・間引き・移植・収穫）を自動化した
完全人工光型の野菜生産システムです。人作業から自動化
することにより、年間を通じて安定して
大量の野菜を生産することができます

・異物混入低減 ・塗装レス
・拭き掃除容易な構造 ・安全策不要

食品工場実現が難しかった作業の自動化が簡単にできます！

高速ピック＆プレイス装置

FPシリーズ

FPシリーズ
導入コスト￥1,500万～


